
　

一
九
七
八
年
か
ら
始
ま
る
改
革
開
放

政
策
に
よ
り
、
地
方
政
府
に
地
元
経
済

発
展
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
分

権
化
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
基
本
的
に

中
央
政
府
の
策
定
し
た
計
画
に
従
う
だ

け
で
あ
っ
た
計
画
経
済
時
代
に
比
べ
、

地
方
政
府
は
よ
り
積
極
的
に
行
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
経
済
発
展
の
た

め
の
初
期
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
長
江

デ
ル
タ
地
域
で
は
、
地
方
政
府
は
、
地

元
経
済
に
対
し
て
直
接
的
な
影
響
力
を

保
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
の
行
動
は
、
地

方
政
府
間
の
経
済
発
展
競
争
を
生
み
出

し
、
企
業
誘
致
な
ど
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
発
展
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
の
一
方

で
、
こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
の
行
動
は
、

市
場
効
率
性
の
面
で
の
弊
害
も
多
く
見

直
し
の
議
論
も
出
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
改
革
開
放
後
の

長
江
デ
ル
タ
地
域
の
地
方
政
府
の
役
割

に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
、
地
方
政
府
間

競
争
の
制
度
的
な
背
景
な
ら
び
に
、
地

方
政
府
の
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
整
理

し
、
地
方
政
府
主
導
の
発
展
モ
デ
ル
の

今
後
に
つ
い
て
展
望
を
行
う
。

●
政
府
間
競
争
の
制
度
的
基
礎

　

中
国
に
は
、
省
―
市
―
県
―
郷
鎮
と

い
う
四
層
の
地
方
政
府
が
存
在
し
、
上

級
政
府
が
下
級
政
府
に
行
政
機
能
を
請

け
負
わ
せ
る
「
縦
方
向
の
行
政
請
負
」

と
同
一
レ
ベ
ル
の
地
方
政
府
間
の
「
横

方
向
で
の
競
争
」
を
組
み
合
わ
せ
た
制

度
的
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

各
レ
ベ
ル
の
地
方
政
府
の
役
割
は
、

改
革
開
放
後
の
市
場
経
済
化
や
地
方
分

権
化
な
ど
の
制
度
改
革
に
と
も
な
っ
て

変
化
し
て
き
た
が
、
下
級
政
府
は
上
級

政
府
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
縦
方
向
」
と
、
同
一
レ
ベ
ル
の
地
方
政

府
間
で
競
争
を
繰
り
広
げ
る
「
横
方
向
」

の
根
本
的
構
造
は
不
変
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
縦
方
向
」
の
構
造
の
下
で
、「
横

方
向
」
の
政
府
間
競
争
を
生
み
出
す
背

景
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
政
績
（
政
治

成
績
）」
制
度
で
あ
る
。

　
「
政
績
」
制
度
と
は
、
上
級
政
府
が

下
級
政
府
の
幹
部
を
評
価
す
る
人
事
考

課
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
中
央
官

庁
に
所
属
す
る
国
家
公
務
員
と
各
地
方

公
共
団
体
の
地
方
公
務
員
に
分
け
ら

れ
、
そ
の
間
で
の
異
動
が
基
本
的
に
な

い
日
本
と
は
異
な
り
、
中
国
で
は
良
い

成
績
を
あ
げ
た
地
方
政
府
幹
部
は
、
よ

り
上
級
の
地
方
政
府
の
幹
部
、
さ
ら
に

は
中
央
政
府
の
幹
部
へ
と
昇
進
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
政
績
」
の
評
価
項
目
は
、
中
国
共

産
党
中
央
組
織
部
が
二
〇
〇
六
年
に
策

定
し
た
「
科
学
発
展
観
の
具
現
に
要
求

さ
れ
る
地
方
の
党
・
政
府
幹
部
の
総
合

評
価
審
査
の
テ
ス
ト
方
法
」
に
よ
る
と
、

⑴
資
源
消
費
と
安
全
生
産
、
⑵
社
会
保

障
、
⑶
人
口
と
計
画
出
産
、
⑷
耕
地
な

ど
の
資
源
保
護
、
⑸
環
境
保
護
、
⑹
一

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
そ
の
成
長
率
、
⑺

都
市
住
民
・
農
民
の
収
入
と
そ
の
成
長

率
、
⑻
基
礎
教
育
、
⑼
都
市
部
の
就
業

⑽
科
学
技
術
導
入
、
⑾
一
人
当
た
り
財

政
収
入
と
そ
の
成
長
率
、
⑿
文
化
的
生

活
、
の
一
二
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

項
目
の
内
容
や
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
項
目
は
、
市
場
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
変
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
な
ど
の
各
種
の
経
済
成
長

に
関
連
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
続
け
て

き
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
、

分
権
化
さ
れ
て
い
る
下
で
、
こ
の
よ
う

な
客
観
的
な
人
事
考
課
制
度
が
存
在
し

て
い
る
結
果
、
地
方
政
府
の
幹
部
は
、

昇
進
す
る
た
め
に
他
の
地
方
政
府
の
幹

部
よ
り
も
良
い
「
政
績
」
を
あ
げ
る
た

め
に
各
自
行
動
し
、
地
方
政
府
間
の
競

争
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
こ
と
を
周
黎
安
は
「
昇
進
競
争
」

モ
デ
ル
と
呼
ん
で
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●
地
方
政
府
に
よ
る
企
業
経
営

　

で
は
、
前
述
の
良
い
「
政
績
」
を
あ

げ
る
た
め
の
地
方
政
府
の
行
動
の
具
体

的
な
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
改
革
開
放

直
後
の
状
況
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
当

時
、
農
村
部
で
は
、
人
民
公
社
の
解
体

と
「
農
家
経
営
請
負
制
」
の
導
入
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
「
農
家
経
営
請
負
制
」

競
争
す
る
地
方
政
府

藤
井
大
輔
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と
は
、
生
産
量
を
増
や
せ
ば
増
や
し
た

分
だ
け
、
各
農
家
の
取
り
分
が
増
加
す

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
増
産
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

結
果
、
農
業
の
生
産
性
は
上
昇
し
、
農

家
所
得
が
上
昇
し
た
。
こ
の
所
得
を
元

手
と
し
て
、
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
の
郷
鎮
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

代
表
的
な
モ
デ
ル
が
蘇
南
モ
デ
ル
と
温

州
モ
デ
ル
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）。

　

蘇
南
モ
デ
ル
と
は
江
蘇
省
南
部
で
発

展
し
た
郷
鎮
企
業
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
人
民
公
社
期
の
社
隊
企

業
を
基
礎
と
し
た
郷
村
政
府
が
所
有
・

経
営
す
る
集
団
所
有
制
企
業
が
主
体
で

あ
り
、
隣
接
す
る
上
海
な
ど
の
都
市
部

国
有
企
業
向
け
の
下
請
け
生
産
や
地
元

市
場
向
け
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
一
方
、
温
州
モ
デ
ル
は
浙
江
省
南
部

沿
海
部
の
温
州
地
域
で
発
展
し
た
モ
デ

ル
を
さ
す
。
一
九
八
八
年
に
「
私
営
企

業
暫
定
条
例
」
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
、

民
営
企
業
が
合
法
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
公
有
企
業
を
偽
装
す
る
形
で

発
展
し
て
き
た
事
実
上
の
民
営
企
業
で

あ
り
、
独
自
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

武
器
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
郷
鎮
企
業
の
発
展
の
も

と
、
郷
鎮
企
業
の
経
営
主
体
と
し
て
の

郷
鎮
政
府
の
行
動
に
注
目
し
た
オ
イ
は

「
地
方
政
府
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
論
を

提
起
し
た
（
参
考
文
献
④
）。
一
九
八
〇

年
代
初
頭
よ
り
、
地
方
政
府
が
地
元
経

済
を
発
展
さ
せ
、
財
政
収
入
を
増
や
せ

ば
増
や
す
ほ
ど
、
中
央
政
府
へ
の
上
納

を
引
い
た
地
方
政
府
の
取
り
分
が
多
く

な
る
と
い
う
「
地
方
財
政
請
負
制
度
」

が
採
用
さ
れ
て
い
た
。そ
こ
で
、オ
イ
は
、

郷
鎮
政
府
が
、
財
政
収
入
の
拡
大
を
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
地
元
の
郷
鎮

企
業
に
対
し
、
資
金
調
達
や
物
資
調
達

で
便
宜
を
図
る
な
ど
、
そ
の
経
営
に
積

極
的
な
介
入
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
郷
鎮
政
府
の
行

動
は
、
改
革
開
放
初
期
の
市
場
に
よ
る

資
源
配
分
が
未
成
熟
な
状
況
下
で
の
郷

鎮
企
業
の
発
展
の
助
け
に
な
っ
た
と
積

極
的
な
評
価
を
し
て
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
地
方
政
府
の
地
元
経
済

へ
の
積
極
的
な
介
入
は
、
資
源
の
効
率

配
分
を
歪
ま
せ
る
と
い
う
側
面
も
持
っ

て
い
た
。
地
方
政
府
間
の
競
争
が
行
わ

れ
て
い
る
下
で
、
各
地
方
政
府
は
地
元

企
業
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

例
え
ば
、
石
炭
、
マ
ユ
な
ど
の
生
産
財
が

他
地
域
へ
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
囲
い

込
み
や
、
ビ
ー
ル
や
自
動
車
な
ど
の
消

費
財
が
自
地
域
に
流
入
し
て
く
る
こ
と

を
防
ぐ
市
場
封
鎖
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
郷
鎮
政
府
が
積
極

的
に
郷
鎮
企
業
経
営
に
介
入
す
る
こ
と

は
、
プ
ラ
ス
の
面
と
マ
イ
イ
ナ
ス
の
面

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

郷
鎮
企
業
の
発
展
し
た
沿
海
地
域
ほ
ど

経
済
成
長
率
も
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
政
府
間
の
競
争
的
環
境

の
下
で
一
九
八
〇
年
代
の
郷
鎮
政
府
の

行
動
は
、
や
は
り
肯
定
的
に
と
ら
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
企
業
経
営
か
ら
都
市
経
営
へ

　

し
か
し
、
一
九
九
二
年
の
南
巡
講
話

以
降
、
市
場
経
済
化
が
さ
ら
に
進
展
し

た
こ
と
は
郷
鎮
企
業
の
経
営
環
境
に
も

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
市
場
経

済
化
の
進
展
に
伴
い
、
民
営
企
業
や
外

資
企
業
と
い
っ
た
公
有
制
以
外
の
企
業

が
増
加
し
、
市
場
に
お
け
る
企
業
間
の

競
争
も
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
頃
に
は
計
画
経
済
期
か
ら
の
「
モ

ノ
不
足
」
も
す
で
に
解
消
さ
れ
、
作
れ

ば
売
れ
る
状
態
も
な
く
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
郷
鎮
企
業
の
発
展
の
勢
い
に
も

陰
り
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
郷
鎮
企
業
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
あ
い
ま
い
な

所
有
権
構
造
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る

と
の
議
論
が
現
れ
、
郷
鎮
政
府
が
所
有
・

経
営
し
て
い
た
蘇
南
モ
デ
ル
の
郷
鎮
企

業
も
、
一
九
九
八
年
以
降
段
階
的
に
民

営
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
企
業
経
営
と
い
う
形
で
経

済
活
動
に
介
入
し
て
い
た
郷
鎮
政
府
に

代
わ
っ
て
積
極
的
に
介
入
し
、
政
府
間

で
競
争
を
繰
り
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、県
政
府
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
〇
年
代
半

ば
に
、
土
地
の
開
発
使
用
に
関
す
る
権

限
が
県
政
府
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ

る
（
参
考
文
献
①
）。
一
九
九
五
年
施
行

の
「
中
華
人
民
共
和
国
城
市
不
動
産
管

理
法
」
に
よ
り
、
県
政
府
が
都
市
部
不

動
産
用
地
の
規
画
、
国
有
地
の
使
用
権

譲
渡
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
批
准
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
九
八
年
に
は
、
農
村
の
集
団
所
有

地
の
徴
用
な
ら
び
に
開
発
業
者
と
の
契

約
も
県
政
府
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
県
政
府
は
、
各
県
内
で
は

土
地
の
独
占
供
給
者
に
な
っ
た
の
と
同

時
に
、
各
県
政
府
間
の
経
済
発
展
競
争

の
手
段
と
し
て
、
土
地
を
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

独
占
供
給
者
と
し
て
の
機
能
に
着
目

す
る
と
、
県
政
府
は
売
却
価
格
を
つ
り

あ
げ
る
こ
と
で
独
占
レ
ン
ト
を
獲
得
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
が
、
あ
く
ま
で

も
県
内
で
の
独
占
供
給
主
体
で
あ
り
、

地
域
間
、
特
に
地
理
的
に
近
接
し
、
交

通
の
利
便
性
な
ど
の
条
件
が
類
似
し
て

い
る
周
辺
の
県
と
の
間
で
は
、
競
争
関

係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

も
し
、
あ
る
県
が
周
辺
地
域
よ
り
も
高

値
で
土
地
を
販
売
し
た
と
す
れ
ば
、
土
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地
の
買
い
手
は
す
べ
て
周
辺
地
域
を
選

択
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

立
地
選
択
が
比
較
的
自
由
な
外
資
企
業

の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
可

能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
企
業
誘
致
に

成
功
す
る
た
め
に
は
、
独
占
レ
ン
ト
が

低
い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

地
方
政
府
の
企
業
誘
致
行
動
を
具
現

化
し
た
例
が
開
発
区
設
置
競
争
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
初
頭
に
か
け
て
、
県
政
府
を
含
め
た

各
地
方
政
府
が
競
う
よ
う
に
開
発
区
を

設
置
し
、
土
地
譲
渡
価
格
を
引
き
下
げ
、

企
業
を
誘
致
し
た
。
そ
し
て
、
県
政
府

は
進
出
し
て
き
た
企
業
か
ら
増
値
税
な

ど
の
財
政
収
入
を
上
げ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
結
果
的
に
、
こ
の
時
期
に
長

江
デ
ル
タ
地
域
の
外
資
の
流
入
は
大
幅

に
増
加
し
（
図
1
）、
産
業
集
積
も
各
地

に
形
成
さ
れ
、
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
。

　

た
だ
し
、
地
方
政
府
の
開
発
区
設
置

競
争
は
弊
害
も
も
た
ら
し
た
。
二
〇
〇

三
年
時
点
で
、
各
級
政
府
が
設
置
し
た

開
発
区
は
、
無
許
可
の
も
の
も
含
め
て

五
〇
〇
〇
カ
所
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）
が
、

そ
の
過
程
で
、
農
地
の
違
法
収
用
、
重

複
投
資
、
工
業
用
地
価
格
の
過
度
な
引

き
下
げ
の
よ
う
な
弊
害
も
現
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
国
務
院
（
中
央
政
府
）
は
、

二
〇
〇
三
年
に
開
発
区
の
整
理
整
頓
に

関
す
る
通
知
を
発
布
し
、
さ
ら
に
省
級

以
下
の
地
方
政
府
に
よ
る
開
発
区
の
設

置
と
拡
張
の
申
請
を
一
時
的
に
停
止
し

た
。
そ
し
て
、
国
土
資
源
部
も
工
業
用

地
の
譲
渡
価
格
に
地
域
や
条
件
ご
と
の

最
低
価
格
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
開

発
区
の
批
准
手
続
き
は
再
開
さ
れ
た
も

の
の
、
県
級
以
下
の
地
方
政
府
に
よ
る

開
発
区
設
置
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
二
〇
〇
〇
年

代
半
ば
に
は
、
地
方
政
府
、
特
に
下
級

政
府
に
よ
る
開
発
区
設
置
競
争
に
一
定

の
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

●
政
府
間
競
争
と
公
共
支
出

　

で
は
、
開
発
区
設
置
の
制
限
が
実
施

さ
れ
た
結
果
、
企
業
誘
致
な
ど
の
県
級

政
府
間
の
競
争
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
開
発
区

設
置
規
制
前
の
二
〇
〇
〇
年
と
規
制
後

の
二
〇
〇
七
年
の
江
蘇
・
浙
江
・
上
海

の
三
省
市
の
県
政
府
財
政
デ
ー
タ
を
用

い
て
、
検
証
し
て
み
た
い
。

　

も
し
、
図
2
の
よ
う
な
各
県
間
で
の

競
争
的
な
企
業
誘
致
の
構
造
が
依
然
と

し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
の
た
め
の
公
共
投
資
も
県

政
府
間
で
競
争
的
に
な
り
、
支
出
水
準

は
各
政
府
で
似
た
よ
う
な
も
の
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
、

あ
る
県
政
府
が
財
政
支
出
水
準
を
低
下

さ
せ
た
場
合
に
は
、
企
業
は
そ
の
県
で

は
な
く
、
近
接
す
る
よ
り
財
政
支
出
水

準
の
高
い
県
に
進
出
・
移
転
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。

　

特
に
、
こ
こ
で
分
析
対
象
と
し
て
い
る

長
江
デ
ル
タ
地
域
は
、
中
国
の
中
で
も

相
対
的
に
経
済
発
展
の
進
ん
で
い
る
地

域
で
あ
り
、
自
主
的
に
支
出
内
容
を
決

定
で
き
る
地
方
税
や
共
有
税
か
ら
の
地

方
分
に
よ
る
本
級
収
入
も
他
地
域
に
比

べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
財
政
部
予
算
司

の
二
〇
〇
七
年
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
県

政
府
の
全
収
入
に
し
め
る
補
助
金
な
ど

を
除
い
た
本
級
収
入
は
、
全
国
平
均
の

約
四
五
％
に
対
し
て
、江
蘇
は
約
六
八
％
、

浙
江
は
約
六
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
各
県
政
府
が
競
争
的
な
公
共
投
資

を
行
う
た
め
の
財
源
も
他
地
域
に
比
べ

て
相
対
的
に
豊
富
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
各
県
政
府
の
財
政
支
出
構
造

が
競
争
的
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す

る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル

な
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
被

説
明
変
数
を
各
県
の
一
人
当
た
り
財
政

支
出
額
と
し
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
要

素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
か
を
み

る
た
め
に
、説
明
変
数
に
二
種
類
の
デ
ー

タ
を
準
備
し
た
。
一
つ
は
、
各
県
の
経

済
発
展
度
合
い
な
ど
を
示
す
地
域
特
性

デ
ー
タ
、
も
う
一
つ
は
当
該
県
か
ら
の

距
離
な
ど
を
考
慮
し
た
他
県
の
財
政
支

出
デ
ー
タ
で
あ
る
。
後
者
の
デ
ー
タ
は
、

当
該
県
の
財
政
支
出
水
準
が
近
隣
の
県

の
財
政
支
出
水
準
の
影
響
を
受
け
て
い

る
か
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
影
響
を
受
け
や
す
い
で
あ
ろ
う
競

（出所）『江蘇統計年鑑』、『浙江統計年鑑』各年版より筆者作成。

（出所）筆者作成。
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図1　江蘇省・浙江省の実際利用外資金額

図2　政績評価システムの元での地方政府間競争
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争
相
手
を
考
慮
す
る
た
め
に
、
地
理
的

条
件
の
類
似
す
る
、
距
離
の
よ
り
近
い

県
の
財
政
支
出
に
重
み
を
お
く
方
法

と
、
政
績
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し
て
同
一

地
区
級
市
に
所
属
す
る
県
の
財
政
支
出

に
重
み
を
置
く
方
法
の
二
種
類
の
デ
ー

タ
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
推
計
し
た
。

　

も
し
、
後
者
の
他
県
の
財
政
支
出
水

準
か
ら
の
影
響
を
示
す
係
数
が
有
意
に

正
の
値
を
と
る
と
、
各
県
間
で
の
財
政

支
出
水
準
に
は
正
の
相
関
が
み
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
前

述
の
図
2
の
よ
う
な
競
争
的
な
支
出
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
係

数
が
有
意
で
な
い
場
合
に
は
、
各
県
間

の
財
政
支
出
水
準
は
他
県
の
影
響
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
各
県
間

の
競
争
的
財
政
支
出
行
動
は
見
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
負
の

係
数
を
と
っ
た
場
合
は
、
他
県
の
影
響

を
受
け
る
が
、
図
2
と
は
逆
に
、
隣
接

の
県
が
財
政
支
出
を
増
や
す
と
、
当
該

県
は
財
政
支
出
を
減
ら
す
よ
う
な
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

推
計
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
も
地
域
特
性
を
示
す
係

数
な
ら
び
に
近
接
県
の
財
政
支
出
水
準

か
ら
の
影
響
を
示
す
係
数
は
、
正
に
有

意
と
な
っ
た
（
注　

推
定
の
詳
細
は
、

勁
草
書
房
よ
り
出
版
予
定
の
加
藤
弘

之
・
藤
井
大
輔
「
競
争
す
る
地
方
政
府

―
企
業
経
営
か
ら
都
市
経
営
へ
」
を
参

照
の
こ
と
）。

　

こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
他
県
の

財
政
支
出
水
準
の
影
響
を
示
す
係
数

は
、
開
発
区
設
置
規
制
前
の
二
〇
〇
〇

年
と
規
制
後
の
二
〇
〇
七
年
の
い
ず
れ

も
、
有
意
に
正
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

開
発
区
設
置
規
制
後
も
依
然
と
し
て
、

各
県
間
で
競
争
的
な
財
政
支
出
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
一
地
区
級
市
内
の
県
の
影

響
に
重
み
を
置
い
た
モ
デ
ル
も
他
県
の

財
政
支
出
水
準
の
影
響
を
示
す
係
数
は

正
に
有
意
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
同

一
地
区
級
市
内
の
県
で
、
昇
進
競
争
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

以
上
の
推
定
結
果
よ
り
、
下
級
政
府

は
上
級
政
府
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
縦
方
向
」
の
構
造
の
下
で
、
県
級

政
府
間
が
競
争
を
繰
り
広
げ
る
「
横
方

向
」
の
根
本
的
な
構
造
は
、
二
〇
〇
〇

年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て

変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

● 

地
方
政
府
主
導
発
展
モ
デ
ル
の

ゆ
く
え

　

最
後
に
今
後
の
競
争
的
な
地
方
政
府

主
導
の
発
展
モ
デ
ル
に
つ
い
て
二
点
展

望
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、
地
方
政

府
間
の
競
争
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
地

方
官
僚
を
評
価
す
る
た
め
の
「
政
績
」

制
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
「
政
績
」

制
度
が
な
く
な
る
こ
と
は
非
現
実
的
で

あ
る
が
、
そ
の
評
価
の
方
法
に
変
化
が

見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
な
ど
の
経
済
成
長
に
関
す
る
項

目
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近

年
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
に
と
も
な

い
、
二
〇
〇
七
年
に
国
務
院
は
、「
省
エ

ネ
・
汚
染
物
質
排
出
削
減
総
合
計
画
」

の
中
で
、「
政
績
」
評
価
項
目
中
の
省
エ

ネ
な
ら
び
に
汚
染
物
質
削
減
を
最
重
視

項
目
と
し
、「
一
票
否
決
」
制
を
導
入
し

た
。
こ
こ
で
の
「
一
票
否
決
」
制
と
は
、

経
済
成
長
な
ど
の
他
の
項
目
で
優
れ
た

業
績
を
あ
げ
て
も
、
省
エ
ネ
・
汚
染
物

質
削
減
に
関
し
て
不
可
を
つ
け
ら
れ
る

と
、
す
べ
て
の
ほ
か
の
項
目
も
落
第
と

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

経
済
発
展
一
辺
倒
の
政
府
間
競
争
に
変

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

つ
づ
い
て
、「
土
地
財
政
」
の
限
界
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
県
政
府
は
、
工
業

用
地
を
企
業
に
対
し
供
給
し
、
そ
し
て

住
居
用
地
を
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
通
じ

て
住
民
に
供
給
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
財
政
収
入
や
売
却
益
を
収
入
源
と
し

て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
手
法
は
供
給

す
べ
き
土
地
が
な
く
な
る
と
成
り
立
た

な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
地
方
政
府

は
今
後
新
た
な
成
長
手
段
を
見
つ
け
る

必
要
が
出
て
く
る
。

　

と
は
い
え
、
下
級
政
府
が
上
級
政
府

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
縦
方
向
」

の
流
れ
と
「
政
績
」
制
度
は
存
続
し
続

け
る
限
り
、
地
方
政
府
間
競
争
は
形
を

変
え
て
も
存
続
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

（
ふ
じ
い　

だ
い
す
け
／
神
戸
大
学
経

済
学
研
究
科
）
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